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Abstract 
The present paper deals with an巴ffectof space charge on the dust五gurein a void. It is 
shown that the space charge has an e妊ectmore remarkable in th巴 voidthan that in the air. For 
instance， the negative streamer form is produced as well as positive one. But the polarity effect 


























×印は針電極が負の時の 1個， あるいは多数個図 3において，
発生時の中央の1個の正図形 (図ー 1の a'面に得られる)を示し電極配霞図-1
この場合の負図形については， 直流電圧の場合0印は多数個発生時の図形全体の直径を示す。
あるい



































図-4 多数個放電図形 図 5 ポイド内のコロナパルス観測装置
次に図 5に示すようにボイド内に リー ド線を挿入してボイド内の コロナパルスをシンク
ロスコー プによ って観測した。 リード線は絶縁板に溝を掘って埋めこみ， 中心部以外はシリ コ
ンワニスで絶縁を施した。ボイ ドの外ではリード線にシールドを施し外部からの誘導および漏













圧範囲が直流電庄の場合 25.5~ 30 kV ， 衝撃電庄の場合 27~38kV と大きな差がある。このよ
うにボイド放電によって得られる結果は印加電源の種類，あるいは電極形状等によっても相違
が現われるが (3)，(4)はボイド内に発生する同極性スト リー マが互いに作用し合うこことに関
(305) 
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印加電圧 (上) 100V/cm (3.9kV) 
ボイ ド電圧 (下) '20V/cm (28V) 
印加電圧 (1:.) 500 V /cm (14.4 k V) 
ボイド電圧(ド) 50 V /cm (7.0 V) 
印加l電圧 (_1:.) 500 V /cm (21.8 k V)
ボイ ド電圧 (下) 100V/cm (130V) 
印加電圧(上) 1，000 V /cm (32.5 k V)
ボイド電圧 (下) '2∞V/cm (267V) 
印加電圧 (上) 200 V/cm (10.8 kV) 
ボイ ド電圧 (下) 回 Vicm(70V) 
印加電圧(上) 500 V/cm (18.0 kV) 
ポイ ド電圧(下) 5OV/cm (90 V) 
印加電圧 (上) 1，000V/cm (29.0kV) 
ボイ ド電圧(下) 200 V/cm (210 V) 
印加電圧しと) 1，000 V /cm (36.1 k V) 
ボイ ド電圧(下) 200 V/cm (333 V) 
印力日電圧(上) 1，000 V /cm (40.0 k V) 印加電圧(上) 1，000 V/cm (43.2 kV) 
ボイド電圧(下) 回oV /cm (416 V) ボイド電圧(下) 500 V/cm (583 V) 
図-6 ボイド内のコロナノミノレスの観測波形
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(6) このコロナバルスの極性は， リ ドー‘線を樫め込んだ絶縁板表面の放電図形の極性と一
致している。
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図-8 測定回路の等価容量






























図-12から図-17までの (a)図を比較すると， ¥， 、ずれも正極性で終った場合で、正図形となっ
ている。しかしその形状は電圧印加の回数が増すほど複雑になる傾向を示している。これは負
電荷の残留している所に正放電が生じると， 正ス トリー マの伸展が負スト マーの伸展より大き
いために，負電荷が中和消滅して正図形に変ってしまったと考えられる。さらに電圧印加回数
を増していくに従ってその形状が乱れていくのは残留電荷が与える電界の歪のためと考えられ






較してみると (a)図においては， 局部的に特に鋭く伸びている正スト リーマを除くと，いずれ
















図-12 衝撃 電 圧 1回 d=4mm
????
(a) 
図-13 衝撃電圧 2回 d=4mm
????
(的
図-14 衝撃電圧 3回 dニ 4mm
???
(309) 
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w ~ 
図-15 衝撃 電圧 4凹 d=4mm
(a) (b) 
図-16 衝撃電 圧 10回 d=4mm
w ~ 





図-18 街聖書電圧を 36kVより 16kV迄6同 d=4mm
???
(a) 











図-23 衝撃電圧 1回， d=lmm 
(312) 
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